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得られる昼夜間及び季節間の温度変化の小さい地中

の熱）は、火山や温泉の近くで活用される地熱にく

らべて、場所を選ばず、日本中どこでも利用可能な

点が特徴である。また、太陽光や風力のように天候

に左右されたり、利用できる時間帯が限られること

もなく、安定的にいつでも利用できるエネルギーで

あると言える。我が国で、地中熱として利用してい

る熱エネルギーは、現在のところ地下150ｍ程度の

深さまでである。温度は四季に関係なく、その土地

の年平均気温とほぼ同じで、例えば東京の場合だ

と、地中熱は１年間を通して15～18℃を維持してい

る。地中熱は夏冷たく、冬は暖かい熱エネルギーと

いうことになる。

　一方、大規模な熱として発電に利用することはで

きず、主に冷暖房や給湯、融雪などに熱として利用

できるエネルギーである。人間が生活しやすい温度

帯の利用が可能で効率的である一方、非常に高い温

度や低い温度への利用には適さないという特徴があ

る。

　地中熱利用冷暖房システムは、外気の影響を受け

ないため熱効率が１年を通じてよいというメリット

がある。媒体として地下水を利用するため、空気よ

り採熱効率が高く、空気式の冷暖房システムに比べ

て電力消費が1/2～1/3になると言われている。ま

た、放熱用室外機がなく稼働時騒音が少ない点、夏

季の冷房排熱を大気中に放出せず地中に吸収させる

ことによるヒートアイランド現象につながらない、

という点が挙げられる。

　日本地熱学会地中熱利用技術専門部会の試算によ

ると８、地中熱利用ヒートポンプは地中を熱源とし

て空調を行うため、現在の主流である空気熱源ヒー

トポンプと比べて高効率運転が可能であり、冷房時

には消費電力を約1/3削減することができる。夏の

ピーク時間帯において全エアコンの消費電力1000万

　　　　　　　　　　　　　　
８	 http://grsj.gr.jp/proposal/proposal110405b.html
９	 http://www.geohpaj.org/

図６　地中熱ヒートポンプの節電効果

出典：地中熱利用促進協会資料９
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kW を1/3策電すれば330万kWが節約できる。ま

た、廃熱を地中に放出するためヒートアイランド現

象の緩和が期待され、都内のオフィスビル街区を地

中熱利用ヒートポンプに置き換えた場合、最高気温

で1.2℃程度のヒートアイランド緩和効果が試算さ

れている。仮に気温を１℃下げることができれば、

170万kWの節約に繋がり、両者の効果によって夏

のピーク負荷を500万kW低減させることが可能と

なる。

　最近では、地中熱利用ヒートポンプに対する国の

政策が明確になってきたことが指摘できる。日本の

将来のエネルギービジョンをまとめた「エネルギー

基本計画」（2010年６月）は地中熱の利用促進を明

記している。また、2020年までに再生可能エネル

ギー関連を10兆円市場にしようという政府の「新成

長戦略」にも、地中熱の利用促進が盛り込まれてい

る。2012年度における経済産業省の「再生可能エネ

ルギー熱利用加速化支援対策補助金」が実施され、

2013年度予算要求には、「再生可能エネルギー熱利

用計測技術実証事業」があがるなど、国の施策が地

中熱利用に注目している。

　また、東京スカイツリーに地中熱ヒートポンプが

導入されたことは、地中熱ヒートポンプの知名度

アップに大きく貢献している。

　上述の補助金に加え、今後、個人住宅や既設住宅

や既設ビル等にも使いやすい機器の開発支援や導入

支援によって、地中熱ヒートポンプの普及し、人間

にやさしい温度帯のエネルギーである地中熱エネル

ギーが、より活用されるようになることを期待した

い。

５．まとめ

　地熱発電はクリーンであり、適切に管理すれば非

常に長期間にわたって利用することが可能なエネル

ギーである。これまで、原子力発電の影に隠れて注

目を浴びてこなかった分、今後はより積極的に開発

を進めるべきと考えられる。しかし、「原発20基

分」の発電や、「電力供給の数割」をすぐ担えるか

のような報道には、非常に違和感がある。地熱、地

中熱の特性、現実的規模感を踏まえ、冷静に推進す

べきである。

　加えて、地中熱の直接利用という有望な省エネ技

術については、他の先進国や中国に比して日本での

注目度は低い。特に、夏の冷房利用向けのピーク

カットに大きく貢献することができるため、今後も

注目すべきである。

注）�図１～図５は第１回～第４回の中でも掲載してい
るが、読者の理解を深めるために再掲したもので
ある。


